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行揮癌 に対 し て の 効果的治療に なりう ると考えら

れ
,
報告する

( 詣
新発 田病院

)

〔症例 1 〕48 歳
, 男性,

ア ル コ ー ル性藤炎 に て 入

院歴あり 平成12 年3 月 よ り上腹部痛 ,
4 月 よ り

腹部腫癌を自覚し,
5 月 1 日当科入院 入 院時 C T

で 揮尾部に巨大嚢胞 ,
12 日 の 内視鏡 で 胃体上部大

わん に膿汁 の 流出を伴う壁外性庄排を認め た 1 5

日 の C T で は嚢胞はほ ぼ消失 し
,
27 日 の 内視鏡 で

は壁外性庄排も軽威した

〔症例 2 〕33 歳
,
男性

,
ア ル コ

ー ル性勝炎 に伴う

腹腔 内血 腫 に て 手術歴あり 平成11 年10 月20 日
,

腹痛 の ため入院 入院時 C T で 揮尾部 に手挙大 の

嚢胞を認め た 1 1 月23 日 の C T で 嚢胞内出血
,
30

日 の C T で 鏡面像を伴う嚢胞 の 縮小化, 1 2 月1 0 日

の 内視鏡 で胃体上 部大わん に強度 の ひだ集中を認

めた 両症例とも仮性勝嚢胞の 胃 へ の 穿破例と考

えら れた

12　Angiotensin- II (AT- II) 併用昇圧動注化学

療法か奏効している進行膵癌の1例
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症例は6 2 歳

, 男性 皮膚黄粂 ,
食欲不振に て入院

肝内胆管拡張 ,
主腸管拡張と膝頭部 に腫 蕩を認め

た P T C D 細胞診 に て C l a s s V
,

M R I に て 肝転移

を認め
,
腹部血管造影に て 門脈本幹 , 牌 静脈 - の

浸潤を認め
,
切除不能陣痛肝転移 と診 断 した 全

身化学療法と し て U F T- E 投与 ,
さ ら に総肝 動脈

にリサ -

バ
ー

留置後 ,
A n g l O t e n S l n - II ( A T- Ⅱ) 併

用 m e t h o t r e x a t e ( M T X )/ 5 - F U 動注
,
1 e u k o v o r l n

( L V ) 化学療法を継続 した 原発巣は P R で
,
肝転

移の 進行 は 認め ら れ ず , 腫虜 マ ー カ ー の 低 下 と

P e rf o r m a n c e S t a t u s の 改善が 認め ら れ た 現在

も治療継続中 で
, Q O L は保た れ て お り

,
今後の 進

13　急性膵炎様症状で発症し高アミラーセ血症を

反復した膵管内乳頭腺癌の一例
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症例は76 歳男性 慢性謄炎 の 既往およ び 大量飲

酒歴な し 突然 の 心寓部痛を主訴 に 来院 した ア

ミ ラ
ー ゼ 806 m g/ dl と 上昇 し て お り

,
腹 部 C T 所

見より慢性陣炎 の急性増悪 が疑 わ れ た 絶 食
,
蛋

白分解酵素阻害薬を開始 し
, 治療 の 反応 は 良好 で

あ っ たが
,
休止と ともに増悪 し

,
再治療 を要 した

E R P で は主腸管内に類 円形透過像を認め
,
擦過細

胞診 で ク ラ ス Ⅴ で あり , 障管内乳頭腫虜 と 診断 し

た その 後
,
当院外科に て 幽 門輸 温存陣頭十 二 指

腸切除術を施行し
, 病理組織像 は

, 揮管内腔 へ 有

茎性 に発育 した乳頭腺癌 で あ っ た 揮炎増悪を契

機に発見さ れる揮管内腫虜は低額度 で ある とされ

て い る が
, 豚炎の 原因 の ひ と つ と し て

,
腫癌性病

変を念頭 に置く必要があると考えられる
一

例で あ っ

た

1 4　内視鏡的胃瘻造設術の合併症および合併症の

予防処置に関する検討

中 澤 俊 郎 ・ 武 井 伸 一(諜宗
郡総合病院

)
P u sh 法によ り経皮内視鏡 的胃療 造設術 を施行

した80 例 にお い て
,

一 部 の 重篤化 しうる 合併症 の

予防処置を追加 し
,
その 有用性 に関 し て 検討を加

えた . 追加 した処置は
,
急性期 の 胃療 チ ュ

ー ブ の

自己抜去 による腹膜炎予防 の た め に胃壁固定術 の

併用
,
腸管誤穿刺 の 予防に Ⅹ 線透視 の 使用

,
慢 性

期の壕孔損傷時の チ ュ
ー

ブ誤挿入を避 けるた め に

ポ リ塩化 ビ ニ ー ル性細径チ ュ
ー

ブ やガイ ドワ イヤ
一

による療孔突破 な ど で あり
,
さ ら に 身体 的負担軽

減の た め に
,

バ ン パ ー の 位置確認 の た め に必要と

さ れる 内視鏡 の 再挿入を省略 した . 胃壁固定術は
,




